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平成28年５月25日 

各 位 

会 社 名 株式会社ハーツユナイテッドグループ

代表者名
代表取締役社長 CE O   宮 澤  栄 一

( コ ー ド 番 号 ： 3 6 7 6 東 証 第 一 部 )

問合せ先
取 締 役  C F O   風 間  啓 哉

 ( T  E  L .  0 3 - 6 4 0 6 - 0 0 8 1 )

 

（訂正）「株式会社ウィズ・パートナーズとの業務提携及び第三者割当により発行される 

第１回無担保転換社債型新株予約権付社債の募集に関するお知らせ」の一部訂正について 

 

当社が平成 28 年５月 13 日に公表いたしました「株式会社ウィズ・パートナーズとの業務提携及び第三者割当

により発行される第１回無担保転換社債型新株予約権付社債の募集に関するお知らせ」の記載内容に一部訂正す

べき事項がありましたので、下記のとおり訂正させていただきます。 

 

記 

1. 訂正の理由 

当社は、当社の会計監査人である有限責任監査法人トーマツ（以下、「トーマツ」）の確認のもと、平成 28 年５月 13

日に「平成28年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」を公表いたしました。その時点において、当社の連結子会社で

ある株式会社フレイムハーツ（旧 株式会社プレミアムエージェンシー、以下、「フレイムハーツ」）の株式取得時に発

生したのれん等の評価に関してもトーマツと概ねの合意形成が図られておりました。その状況下において急遽、平成

28年５月18日に、トーマツより本件に関する新たな見解、要望を受け、フレイムハーツの将来に向けての財務の健全

性及び事業性について協議して参りました。 

当社は、平成28年３月期において、同社の再建に注力することで大幅な損失改善が実現できており、同社の再建

は概ね完了しております。また、クリエイティブセグメント全体におけるさらなる事業効率の向上を達成するため、同社

と当該セグメントにおける子会社２社の合併及び組織再編を実施し、事業の成長軌道への転換を着実に図って参り

ました。 

この度、上記の見解、要望を受け、フレイムハーツ及びクリエイティブセグメントにおける前向きな財務の健全性及

び収益性の向上をより一層高めることを目的として、平成 28 年３月期に特別損失を計上することといたしました。この

ため、平成 28 年５月 13 日に公表いたしました「株式会社ウィズ・パートナーズとの業務提携及び第三者割

当により発行される第１回無担保転換社債型新株予約権付社債の募集に関するお知らせ」の記載の一部にあ

る当社業績に関して一部訂正をいたします。 

   なお、上記に関しましては、株式会社ウィズ・パートナーズ及び割当予定先である株式会社ウィズ･パー 

  トナーズが業務執行組合員を務めるウィズ・アジア・エボリューション・ファンド投資事業有限責任組合に

対し、十分に説明を行っております。その結果、当社グループの業績動向、財政状況、収益性、成長性等を

鑑み、今後の中国におけるゲームデバッグ事業の展開に関しても影響がないと判断がされたため、第１回無

担保転換社債型新株予約権付社債の募集発行（以下「本新株予約権付社債」）、及び本新株予約権付社債の引

受け及び業務提携に関する投資契約は、引き続き継続されます。 
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2. 訂正の内容 （修正箇所に下線を付しております。） 

・ P13 : 8. 今後の見通し  

＜訂正前＞ 

（参考）当期連結業績予想（平成 28 年５月 13 日公表分）及び前期実績 

（単位：百万円） 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成29年３月期） 
16,705 2,501 2,508 1,537

前期連結実績 

（平成28年３月期） 
15,011 1,963 1,958 956

 

＜訂正後＞ 

（参考）当期連結業績予想（平成 28 年５月 24 日公表分）及び前期実績 

（単位：百万円） 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成29年３月期） 
16,705 2,572 2,579 1,608

前期連結実績 

（平成28年３月期） 
15,011 1,963 1,958 361

 

・ P13 ：10. 最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況(1) 最近３年間の業績（連結） 

＜訂正前＞ 

 平成 26 年３月期 平成 27 年３月期 平成 28 年３月期 

連結売上高 10,137 百万円 13,285 百万円 15,011 百万円

連結営業利益 1,780 百万円 1,517 百万円 1,963 百万円

連結経常利益 1,788 百万円 1,525 百万円 1,958 百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 1,087 百万円 539 百万円 956 百万円

１株当たり連結当期純利益 91.92 円 45.21 円 83.10 円

１株当たり配当金 8 円 17 円 19 円

１株当たり連結純資産 311.26 円 342.60 円 304.76 円

 

＜訂正後＞ 

 平成 26 年３月期 平成 27 年３月期 平成 28 年３月期 

連結売上高 10,137 百万円 13,285 百万円 15,011 百万円

連結営業利益 1,780 百万円 1,517 百万円 1,963 百万円

連結経常利益 1,788 百万円 1,525 百万円 1,958 百万円
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親会社株主に帰属する当期純利益 1,087 百万円 539 百万円 361 百万円

１株当たり連結当期純利益 91.92 円 45.21 円 31.44 円

１株当たり配当金 8 円 17 円 19 円

１株当たり連結純資産 311.26 円 342.60 円 251.60 円

 


